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カ
メ
ラ
レ
ポ
ー
ト

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

2
月　

日
、
町
防
犯
協
会
（
佐

14

藤
茂
会
長
）
と
町
交
通
安
全
協
会

（
渡
邊
龍
幸
会
長
）
の
主
催
に
よ

る
「
第　

回
南
富
良
野
町
防
犯
と

32

交
通
安
全
の
住
民
集
会
」
が
み
な

く
る
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
昭
和　

年
か
ら

52

犯
罪
や
交
通
事
故
の
な
い
明
る
く

住
み
よ
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
自
主
的
な
住
民
運
動

の
一
環
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
、

今
年
で　

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

32

集
会
で
は
、
町
内
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
か
ら
募
集
し
た
、
防
犯

と
交
通
安
全
の
優
秀
作
品
に
選
ば

れ
た
児
童
生
徒
に
対
す
る
表
彰
と
、

2
人
の
児
童
に
よ
る
作
文
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
町
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
須
藤
良
志
恵
会
長
か
ら
大
会

宣
言
が
提
言
さ
れ
、
町
民
一
丸
と

な
っ
て
更
な
る
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
町
内
小
中
学
生
か
ら
の

応
募
作
品
は
、
防
犯
の
部
に
標
語

　

点
、
ポ
ス
タ
ー　

点
、
作
文
6

62
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点
が
、
ま
た
、
交
通
安
全
の
部
に

標
語　

点
、
ポ
ス
タ
ー　

点
、
作

65
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文　

点
で
、
合
わ
せ
て
2
3
0
点

26
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
各
部
門
の
優
秀

賞
に
輝
い
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す
。

�
防
犯
作
品
受
賞
者

◇
標
語

　

花
巻　

崚
馬
く
ん（
金
山
小
6
年
）

　

福
士
み
な
み
さ
ん（
南
富
中
1
年
）

◇
ポ
ス
タ
ー

　

柴
田
芽
久
美
さ
ん（
幾
寅
小
6
年
）

　

島　

千
恵
美
さ
ん（
南
富
中
1
年
）

◇
作
文　

　

吉
田　

崇
人
く
ん（
下
金
山
小
6
年
）

�
交
通
安
全
作
品
受
賞
者

◇
標
語

　

高
橋　

舞
花
さ
ん（
幾
寅
小
4
年
）

佐
藤　

優
奈
さ
ん（
南
富
中
1
年
）

◇
ポ
ス
タ
ー

　

永
井　

美
沙
さ
ん（
下
金
山
小
3
年
）

　

西
田　
　

健
く
ん（
南
富
中
1
年
）

◇
作
文　

　

若
林　

裕
美
さ
ん（
幾
寅
小
5
年
）

明
る
く
住
み
よ
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

第　

回
南
富
良
野
町
防
犯
と
交
通
安
全
の
住
民
集
会　
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優秀作品の表彰を受ける中学生

「交通事故をへらすために」と
題した作文を発表する若林さん

「気をつけて悪質なサギから」と
題した作文を発表する吉田くん

会場には入選作品が展示されました

引
き
続
き
、
士
別
市
出
身
の
ボ

ク
シ
ン
グ
元
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
ミ
ド

ル
級
（
現
在
の
ス
ー
パ
ー
ウ
ェ
ル

タ
ー
級
）
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
、「
炎

の
男
」
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
持
ち

「
か
え
る
跳
び
ア
ッ
パ
ー
」
を
武

器
に
し
て
活
躍
し
た
輪
島
功
一
さ

ん
を
講
師
と
し
て
招
い
て
、
特
別

講
演
が
行
わ
れ
、
2
0
0
名
を
越

え
る
町
民
が
聴
講
し
ま
し
た
。

　
『
頑
張
り
の
人
生
』と
題
し
た
講

演
で
は
、
輪
島
さ
ん
が
ボ
ク
シ
ン

グ
を
通
し
て
学
ん
だ
頑
張
る
こ
と

の
大
切
さ
や
、
現
役
時
代
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
に
つ
い
て
、
時
折

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
会
場
の
笑
い

を
誘
い
、
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り

な
が
ら
、
1
時
間
に
わ
た
り
熱
く

語
り
ま
し
た
。

　

輪
島
さ
ん
は
現
役
時
代
、
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
6
度
の
防

衛
に
成
功
し
、
世
界
の
頂
点
を
極

め
ま
し
た
が
、
防
衛
に
失
敗
し
た

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
タ
イ
ト
ル

を
2
度
に
わ
た
っ
て
取
り
戻
し
た

経
験
か
ら
、「
何
事
に
も
気
迫
と

気
力
が
大
事
で
、
な
に
よ
り
も
絶

対
に
諦
め
な
い
気
持
ち
が
大
事
な

ん
で
す
。」と
拳
を
握
り
な
が
ら
語

り
、「
ボ
ク
シ
ン
グ
は
世
界
の
ス

ポ
ー
ツ
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
ス

ポ
ー
ツ
な
の
で
、
皆
さ
ん
の
子
ど

も
に
も
ぜ
ひ
挑
戦
さ
せ
な
さ
い
。」

と
名
調
子
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
の
世
の
中
に
つ
い
て
は
、

「
当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
が
多
い
の
は
、
親
の
責
任

だ
。
親
は
も
っ
と
真
剣
に
子
ど
も

に
教
育
す
る
べ
き
で
、
し
っ
か
り

と
生
き
る
た
め
の
力
を
持
っ
た
子

ど
も
に
育
て
て
ほ
し
い
。」と
鋭
い

眼
差
し
で
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

 
特
別
講
演
・
輪
島
功
一
さ
ん
「
頑
張
り
の
人
生
」
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発
信
＠
み
な
く
る

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
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学
校
だ
よ
り�

本町では、平成20年度の税制改正を受けて、昨年8月からふるさと納税制度による「まちづくり応援寄附金」
をいただき、基金に積み立ててまちづくりに活用する取り組みを進めています。
本年2月末日現在、町内外の方々から、1，374，000円の温かいご支援をいただきました。
寄附金は、寄附された方々のご意思に従い活用させていただきます。
今後も、皆さんの思いをより具体的にまちづくりに活かせるよう取り組んでまいりますので、町民の皆さん
はもとより、町外にお住まいのご親戚・ご友人の方々にもご支援を呼びかけてくださるようお願いします。　

�まちづくり応援寄附金の申し込み・問い合わせ先�
　南富良野町役場総務課総務係 �0167‐52‐2112 �0167‐52‐2922
〒079‐2402 北海道空知郡南富良野町字幾寅867番地
南富良野町ホームページ http://town.minamifurano.hokkaido.jp

まちづくり応援寄附金の状況　
（平成21年2月末日現在）

指　定　事　業寄附金額住　所氏　名

指定なし30，000 円ー※１

文化のまちづくり事業300，000 円字幾寅森　　敏範 様２

指定なし10，000 円札幌市中山　栄子 様３

福祉のまちづくり事業30，000 円川崎市藤倉　一雄 様４

産業のまちづくり事業1，000，000円札幌市星澤　幸子 様５

文化のまちづくり事業4，000 円ー※６

　 ※については、ご本人の希望により氏名を公表しておりません。

 �まちづくり応援寄附金で進める事業例� 
1.瑞々しい自然のまちづくり事業
　フォレストタウン記念植樹やエジンバラ公
　の森公園環境整備活動など自然環境の保全
2.誇れる産業のまちづくり事業
　安全で安心な食料生産のための農地基盤整
　備、木質バイオマスエネルギーなど森林資
　源の活用や観光資源の有効活用
3.健やかな福祉のまちづくり事業
　町立診療所の充実、高齢者や障がい者が生
　きがいを持って暮らせる福祉サービスの推
　進、放課後児童クラブや妊婦検診費用の助
　成など子育て環境の充実
4.学び楽しむ文化のまちづくり事業
　学校施設の整備、友好のまち沖縄県本部町
　親善交流事業の推進、体育施設の充実
5.快適な生活環境のまちづくり事業
　マイホーム建設への支援や防災意識の高揚
6.共に創るまちづくり事業
　住民の参画協働促進、国際交流事業の促進

皆様の温かいご支援ありがとうございます

「南富良野町まちづくり応援寄附金」

輪
島
さ
ん
の
講
演
に
続
い
て
、

本
町
幾
寅
出
身
で
、
Ｓ
Ｔ
Ｖ
テ
レ

ビ
ど
さ
ん
こ
ワ
イ
ド
で
お
な
じ
み

の
料
理
研
究
家
星
澤
幸
子
さ
ん
に

よ
る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
食
は
夢
の
か
け
は
し
』と
題
し

た
講
演
で
は
、「
本
当
の
豊
か
さ

は
、
毎
日
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と
。

健
康
で
あ
れ
ば
笑
っ
て
い
ら
れ
る
。

そ
の
秘
訣
は
食
べ
物
で
す
。
人
生

笑
っ
て
過
ご
す
か
、
泣
い
て
過
ご

す
か
、
食
べ
物
で
決
ま
り
ま
す
。」

と
毎
日
の
食
生
活
の
大
切
さ
に
つ

い
て
話
さ
れ
、
将
来
の
夢
は
「
マ

ダ
ム
幸
子
と
し
て
、
食
の
大
切
さ

を
世
界
に
伝
え
る
こ
と
。」と
話
す

な
ど
、
自
身
の
食
生
活
や
多
岐
に

わ
た
る
活
動
の
様
子
な
ど
も
交
え

て
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
ト
ー
ク

が
展
開
さ
れ
、
楽
し
い
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。

講
演
の
前
に
は
、
星
澤
さ
ん
か

ら
、
南
富
良
野
町
ま
ち
づ
く
り
応

援
寄
付
金
と
し
て
、
多
額
の
寄
附

を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

ご
厚
意
に
対
し
て
池
部
町
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
星
澤
さ
ん
の
来
町
に
際

し
て
、
Ｓ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
「
Ｄ
！
ア

ン
ビ
シ
ャ
ス
」
の
番
組
撮
影
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
町
で
の
講
演
の

様
子
や
、
翌
日
に
行
わ
れ
た
か
な

や
ま
湖
氷
上
ば
か
ん
す
、
ロ
グ
ホ

テ
ル
ラ
ー
チ
で
も
撮
影
さ
れ
ま
し

た
。
放
送
は
、
4
月
5
日
の
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
別
講
演
・
星
澤
幸
子
さ
ん
「
食
は
夢
の
か
け
は
し
」池部町長からの感謝状を笑顔で受け取る星澤さん


